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　今年も大町に冬がやってきました。寒い寒い季節ですが、

「そんな寒さを逆手にとって楽しんでしまおう！」という

のがスキーではないでしょうか？ 

　博物館にも収蔵されておりますが、昔のスキー板は木を、

ブーツは革を加工したものが用いられていました。図１は

実際に使用されていた山スキーです（※山スキーとはゲレ

ンデなどではなく、自然の山域で行うスキーのこと）。図

２のようにビンディングと言う器具を介して取り付けま

す。図３のようなアザラシの毛皮を加工したシールと呼ば

れる滑り止めを接地面に取り付けて、斜面を登れるような

工夫がされています。このような道具を用いてリフトやゴ

ンドラのない時代から、スキーは楽しまれてきました。

　そんな自然を楽しむ心は現代でも変わらずに受け継がれ

ていますが、道具は非常に進化してきています。図４は現

代の山スキー用の板とブーツで、板は木からウッドコアや

カーボンなどの素材へ変わり、サイド部分には金属のエッ

ジが付くことでターンの性能が向上しています。またブー

ツは革からプラスチックブーツへと変化し、保温性や足首

の保護性能が向上しています。図５のビンディングには収

納式のかかとを乗せる台が付属しており、上り坂でも極力

平地を歩く姿勢を維持しやすいような機能が搭載されてい

るものもあります。また、無理な力がかかると外れるよう

な設計となり、安全性が飛躍的に向上しています。シール

はナイロン製やモヘアと呼ばれるアンゴラヤギの毛を加工

したものに変化して、より高いグリップ力を発揮すること

ができます。（図６）

　道具を比較することから、寒い冬でも楽しもうという山

と人とのかかわりは変わらずとも、より快適に・安全に楽

しむための工夫が道具から感じとることができます。

　　　　　　　　　　　　（市立大町山岳博物館　学芸員）
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藤田　達也

展示・イベントのご案内

　当館では市内の小学校を対象とし

て、職員が解説や指導を行う「学校

連携授業」を開催しています。今回

は、美麻小中学校６年生の皆さん（３

名）に、博物館を利用して「土地の

作りと変化」の授業を実施しました。

　まず、２階の地学展示室で北アル

プスと東山の成り立ちを、ビデオと

岩石標本で学びました。次に、大町

スキー場で採取した火山灰から鉱物

を洗い出し、マグマの中で結晶した

鉱物を観察しました。郷土の成り立

ちを理解しながら、オリジナルの鉱

物標本を作成しました。

学校との連携授業 「土地の作りと
変化」を実施しました

令和4年10月21日（金）

　山書（山岳図書）と聞いて、一般の

方が思い出すのは、山の写真集で

あったり、登山案内ガイドの本で

しょうか。博物館にはその他、様々

な山岳文学の書籍が備えられてお

り、一例を挙げれば各地の山岳団体

が国内外の山へ登られた登攀報告書

から始まり、山岳探検、紀行文、随筆・

随想、山岳に関する学術書、山岳信

仰に関わるものなど、あるいは山岳

小説や外国翻訳書、地図や山岳雑誌

など多岐にわたり、人文科学の書籍

を中心に公開・閲覧、一部貸し出し

もしております。この機会にどのよ

うな本が山岳図書資料館にあるの

か、見学にきてみてはいかがでしょ

うか。

企画展「山書の世界」ミュージアム
ガイドを開催しました

令和４年11月6日（日）

「山と美術」常設展

■期日　2023年1月４日（水）

　　　　～４月16日（日）

■時間　午前9時～午後５時

　　　　（入場は午後４時30分まで）

■会場　当館　特別展示室

■費用　通常の入館料（常設展と共

通）が必要です

■内容

　

■期日　2023年２月19日（日）、

　　　　３月19日（日）

■時間　午後２時～（30分程度）

■会場　当館　特別展示室

■対象　どなたでも

■費用　無料（ただし、通常の入館

料が必要となります）

※事前申し込み不要

※当日、山岳博物館までお越しくだ

さい

■期日　３月5日（日）

　　　　３月12日（日）

■時間　午後１時30分～午後４時

■対象　大人

■定員　各回30名

■場所　両日とも当館講堂

■費用　無料

■内容　当館が実施している人文及

び自然科学における調査研究や収蔵

資料に関する研究報告を行います。

ミュージアムガイド

図１

図２

図３

図４

図５

図６

　付属園だよりでもお伝えしていま

すが、若いオスのニホンカモシカ「ナ

グリ」が、当館の付属園に来園しま

した。午前９時に埼玉県こども動物

自然公園を出てから、約４時間の行

程をトラックで輸送し、午後1時頃

付属園に到着しました。

　輸送用の木箱から、カモシカの放

飼場に放した際には、興奮して駆け

まわったり、フェンスに体当たりし

ていましたが、ともあれ、到着早々

元気いっぱいな姿を見せてくれまし

た。多くの方に元気な姿を見てもら

えるよう、11月29日より一般公開

を行っています。

付属園に、新たなカモシカが
来園しました

令和4年10月24日（月）

 ・大町市におけるアライグマ最前線

 ・居谷里湿原にみるミズバショウと

リュウキンカのくらし

 ・山岳地域と人里での気候変動の様相

 ・大町とオオカミ 

 ・仁科山地の地質と斜面崩壊 

 ・大北地方旧石器時代の暮らし

■申し込み　事前に博物館へお申し

込みください。

※受付開始は2月1日（水）からです。

※定員になり次第締め切ります。

山のサイエンスカフェ
  inさんぱく2023

5日（日）

12日（日）
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　現在、気候変動や野生動物の高山帯への分布拡

大などにより、ライチョウが生息する高山生態系

への影響が危惧されています。

　長野県環境保全研究所では、市立大町山岳博物

館と協定を結ぶなど、様々な研究機関と連携して、

南北アルプスや八ヶ岳、御嶽山などで調査研究を

しています。ここでは、現在、爺ヶ岳とその周辺

の高山帯で進めている調査の概要をお伝えしま

す。

　爺ヶ岳は、ライチョウ研究発祥の地と言っても

過言ではありません。1960年代、信州大学と市

立大町山岳博物館が中心となって進められまし

た。そのノウハウが現在も生かされ、ライチョウ

の生息状況調査が進められています。これまでの

調査で、種池山荘から爺ヶ岳北峰までに毎年7か

ら11のなわばりができます。2022年も10の

なわばりが確認されました。今後もこの調査を継

続し、爺ヶ岳に生息するライチョウの状況をモニ

タリングしていきます。

　ライチョウは厳冬期を除いて高山帯に生息する

鳥であることが分かっています。ただ、どの季節

にどのような環境をどのくらい利用しているので

しょうか。近年、小型で高精度なGPS発信器が開

発され、さまざまな鳥類の研究に活用されていま

す（写真1）。また、ドローンにより生息環境の把

握もより詳細にできるようになりました（写真2）。

さんぱく研究最前線　－北アルプスの自然と人　トピックス－

爺ヶ岳・岩小屋沢岳における
   高山生態系の今を探る

2021年から爺ヶ岳のライチョウの生息環境利用

を把握するため、そのような機器で調査を進めて

います。

写真1　1年1 ヶ月ぶりに確認されたネックレスタ

イプの発信器を装着された成鳥雄（2022年10月

12日）。顔の前にアンテナがあります。

写真2　ドローンにより撮影された爺ヶ岳南峰西尾

根で確認されたライチョウ営巣地周辺の高山植生

（2020年8月18日）。

　長野県では、アプリ「ライポス」により、登山

者からライチョウを見たという情報を収集してい

ます（https://www.raicho-nagano.jp）。

爺ヶ岳で、私たちによる調査とライポスによる情

報を比較検討しています。将来的には登山者情報

を活用することで、彼らの生息状況を把握できな

いかと考えています。

　長野県が2007年、2011年と2012年に行っ

た、赤外線センサーカメラによる哺乳類相・鳥類

相のモニタリングを、研究所で2013年以降も継

続しています。2013年にニホンジカ、2015年

にイノシシを初確認し、それ以降毎年確認してい

ます（写真3）。この調査から、高山帯は孤立した

環境ではなく、さまざまな哺乳類や鳥類が利用し

ていることが分かりつつあります。

爺ヶ岳・岩小屋沢岳におけるライチョウの
生息状況調査

（1）

GPS発信器やドローンを利用した
ライチョウの生息環境利用調査

（2）

アプリ「ライポス」によるライチョウ情報
の収集

（3）

赤外線センサーカメラによる哺乳類相・
鳥類相のモニタリング

（4）

小・中型哺乳類の生息状況調査（5）

定点撮影カメラによる気候変動影響モニタリング（6）

写真3　種池山荘と岩小屋沢岳の間に設置したカメ

ラで撮影されたニホンジカ雄3頭の群れ

（2022年10月12日）

　高山生態系の生物多様性を理解する上で、ライ

チョウと同様に食物連鎖の下位に位置するネズミ

やモグラなどの小型哺乳類、ニホンノウサギ、それ

らを食するキツネやテンなどの生息状況を知るこ

とは必須です。しかし、ほとんど調査されておらず、

驚くほど分かっていないのが現状です。現在、調

査方法を含め、効率的に彼らの生息状況を把握で

きないか、検討しています（写真4）。

　国立環境研究所と共同で種池山莊にカメラを設

置し、爺ヶ岳の積雪や融雪の状況、植物フェノロ

ジーなどの様子を2014年から連続観測していま

す（過去のデータは以下で公開しています: 

  https://db.cger.nies.go.jp/gem/ja/mountain/）。

今後、気候変動による雪の変化とその植物への影

響に関する知見が得られるものと期待されます。

　今回の成果は、ライチョウ等の保護保全や気候

変動の影響予測に活用していきたいと考えていま

す。最後に、爺ヶ岳における調査では、柏原一正

さんをはじめ種池山荘のスタッフの方々には大変

お世話になっています。この場をお借りしてお礼

申し上げます。
長野県環境保全研究所

研究員　堀田 昌伸

写真４　げっ歯類の生息を確認するため、試験的に

設置したRodent Detector Card（げっ歯類検知

カード）とネズミによる食み跡（右下）。
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す（過去のデータは以下で公開しています: 
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今後、気候変動による雪の変化とその植物への影
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長野県環境保全研究所

研究員　堀田 昌伸

写真４　げっ歯類の生息を確認するため、試験的に

設置したRodent Detector Card（げっ歯類検知

カード）とネズミによる食み跡（右下）。
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北安曇地方最古の人々の暮らし ニホンカモシカ「ナグリ」がやってきました付属園だより
　10月24日に埼玉県こども動物自然公園（以下、

埼玉こども動物園）から、オスのニホンカモシカの

「ナグリ」がやってきました。ナグリは付属園にい

る3頭のカモシカと血縁関係にあたります（図1）。

お父さんは、付属園生まれの「クロベ」になります。

クロベは、2009年にBL（繁殖を目的とした動物

の貸し借り）で埼玉こども動物園に行き、お嫁さん

の「なでしこ」との間に４頭の子供が生まれました。

生まれた子供を大町山岳博物館（以下、山博）に帰

属するという約束により、第３子の「ナグリ」が山

博へと帰ってくることになりました。このように

他の動物園からカモシカがやってくるのは山博の

創立以来、今回が初めてとなります。

　11月29日から公開しています。付属園のカモ

シカたちに会いに、ぜひお越しください。

　令和4年度に開催された企画展「仁科三湖の成り

立ち」が、本年7月～10月にかけて開催されました。

ここでは青木湖の成因について、あらためて仁科山

地の山体崩壊により、佐野坂丘陵が形成されたこと

により旧姫川が堰き止められ青木湖が形成された

ことが検証され、その年代が約３.４万年前と推定

されました。

　　　（R4　山岳博物館企画展図録「仁科三湖の成り立ち」）

青木湖周辺に暮らした人類の痕跡
　これを受けて北安曇地方に暮らし始めた人々の

足跡を追ってみたいと思います。これまで当該地

域において最も古い遺物が見つかっているのが、実

は青木湖北東部に位置する白浜遺跡から見つかっ

た石器です。（図１）また同時期か若干新しい時期

と思われる尖頭器が、白浜遺跡から西側にある岬状

地形を越えたクマンバ遺跡でも発見されています。

時代は約２.５万年前の後期旧石器時代（ナイフ形

石器群）の属するもので、およそ青木湖が形成され

1万年が経過した時期に相当します。なおいずれの

資料も正式な発掘調査に基づくものではなく、表土

採集によるものです。ちなみにアジア大陸から現

生人類であるホモ・サピエンスが日本列島に渡っ

て来たのがおよそ３.８万年前と推定されており、

有名な野尻湖においてナウマンゾウが発見されて

いる時期に相当します。

花粉分析からみた当時の自然環境
　それではそれら石器が使用された当時の気候環

境はどのようなものであったのでしょうか。これ

を解き明かすヒントが1988年に信州大学の公文

富士夫先生等が行った湖底堆積物を探るボーリン

グ調査による花粉分析や珪藻調査によるものです。

この結果によると、現在青木湖周辺は落葉広葉樹林

に囲まれた自然環境にありますが、この地に人が住

み始めた当時の環境は、亜寒帯針葉樹（ゴヨウマツ

属・モミ属・ツガ属・トウヒ属等）により占める現

在とは全く違った環境にある氷期と言われる時期

にあり、とりわけこの時期は最寒冷期にあたり、年

平均気温が現在より５～７度ほども低く、海水面が

120ｍほども低下していた時期でした。ちなみに

2004年6月生まれ。白馬村にて、生

まれてまもなく親とはぐれていたと

ころを保護されてきました。今年18

歳になりカモシカとしては高齢です

が、衰えを感じさせないとてもやん

ちゃな性格です。飼育員を見かける

と、後を追いかけてきます。よく角と

ぎをしているため付属園一の鋭い角

を持っていますが、とぎ過ぎにより右

の角が欠けてしまいました。

ハクバ
オス

１８
歳

2004 年 5 月生まれ。小谷村にて、

生まれてまもなく親とはぐれていた

ところを保護されてきました。体毛

が白く、目と鼻が大きいのが特徴で

す。他の個体に比べると毛の生え換

わりが緩慢で、年中もふもふしていま

す。18歳と高齢のため後ろ足の筋力

が衰えてきましたが、大好きな葉っぱ

を見せると一直線に寄ってきます。

※12月7日に死亡しました。

オタリ
メス

１８
歳

2010年6月9日生まれ。ハクバとオ

タリの子供で、オタリに育てられまし

た。あまり人に慣れておらず、野生の

カモシカのように一定の距離を保ちま

す。女の子ですががっしりとした体格

で、立ち姿に貫録があります。毎年冬

毛の抜ける換毛期になると、体から飛

び出た毛で派手な姿になります。カラ

スに毛を持っていかれることもしばし

ば…。左の角が欠けています。

れんげ
メス

１２
歳

2019年6月7日生まれ。埼玉こども動物園で

生まれ、お母さんの「なでしこ」に育てられま

した。大町にきて２ヶ月が経ち、少しずつ環境

に慣れてきた様子です。足がすらっと長く、モ

デルのような体形です。お母さんに似た白い顔

とつぶらな瞳で、やさしい印象の顔立ちをして

います。将来的にはお嫁さんをもらい、繁殖に

取り組む予定です。 

ナグリ
オス

３歳

付属園で飼育中の個体

メス オスハクバ オタリ

れんげ なでしこクロベ

ナグリ 第１子第２子第３子第４子

飼育員　唐澤紗波

図1　付属園のカモシカ家系図

10月24日に来園したナグリ

駆けるハクバ 葉っぱを見つめるオタリ 換毛期のれんげ

付属園で
飼育している
カモシカたち

来園直後のナグリ

この時期には既に日本国内ではナウマンゾウは絶

滅しており、青木湖周辺に暮らした最古の人々はナ

ウマンゾウに出会うことがなかったであろうと想

像されます。

当時の人類の暮らし
　先ほどの花粉分析による結果の通り、当時の青木

湖周辺は、亜寒帯針葉樹に囲まれた状況であり、１

万6000年前頃から徐々に温暖化が進み、現在み

られるような冷温帯落葉広葉樹のオニグルミやブ

ナ属やコナラ亜属に属する堅果類などの採集は困

難であり、大型哺乳類のナウマンゾウやヤベオオツ

ノジカなども既に絶滅していた時期にあたり、当時

の人々が二ホンジカやカモシカ、ヒグマなどのクマ

類、ウサギやネズミなどの比較的小型の動物や湖に

生息する魚類や貝類あるいは湖周辺に棲息する鳥

類などの採取を目的にこの地域にやってきたので

あろうことが想像されます。

縄文時代へ
　花粉分析の成果によれば、当地では１万6000

年から１万5000年を境に気温が上昇し、現在に

近い気候環境へと激変し、徐々に湖の面積も拡大

し、仁科三湖周辺には引き続き縄文時代の遺跡の存

続が確認されています。

　以上、今回は地質・地形の成り立ちの成果に触発

され、考古資料から当地に暮らした人々の足跡を記

してみました。今後は考古学調査を含め、多方面か

らの分野の研究が蓄積され、より詳細な人々の生活

や文化の実態の解明が待たれるところです。

青木湖・白浜遺跡（表採）の旧石器
〔大町市文化財センター収蔵〕

学芸員　　清水　隆寿
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　野生動物の調査では一般的となっ

てきた、自動撮影式のセンサーカメ

ラによる生息調査ですが、対象とす

る動物以外の撮影も行われるため、

解析に非常に時間を要します。

　新潟県にある長岡技術科学大学で

は、その問題を解消するために、ＡＩ

（人工知能）に撮影対象とする野生

動物の色や形の特徴を覚えさせ、撮

影の時点で自動選別をできる機能開

発をしています。

　そこで、当館付属園で飼育してい

るカモシカの撮影を実施し、精度向

上を図るための協力を行いました。

とても有用な技術であるため、今後

の実用化が非常に楽しみです。

　木崎湖で行われた大町北小学校５

年生のキャンプ学習に博物館職員を

派遣し、野外学習を行いました。野

外学習は、隠されたクイズ（パネル）

を探して解く、ウォークラリー形式

で行われました。クイズは、木崎湖

周辺の歴史や生き物などに関するも

ので、題して「木崎湖なぞ解きウォー

クラリー」。子供たちは熱心にクイ

ズを探して、解いていました。最後

に学芸員がパネルを使いながら、答

え合わせとともに、木崎湖の自然や

歴史について解説を行いました。こ

れをきっかけに、木崎湖の自然や歴

史について興味をもっていただけた

ら幸いです。

　企画展「仁科三湖の成り立ち」の

関連催しとして、青木湖と中綱湖の

地学見学会を開催しました。仁科三

湖はかつて大きな川でした。鹿島槍

スキー場では中綱湖を作った巨大地

すべりを見学し、白馬さのさかス

キー場では青木湖を作った巨大崩壊

を観察しました。これらによる堰き

止めが原因で、川が湖に変化したの

です。最後に白馬村の親海湿原と姫

川源流に立ち寄り、その成り立ちを

見学しました。美しい自然景観がで

きるまでのダイナミックなタイムト

ラベルを、ハイキングしながらお楽

しみいただきました。

カモシカの調査研究に協力を
しました

令和4年８月20日（土）他４日間

キャンプ学習に学芸員を派遣
しました 令和4年８月23日（火）

企画展 「仁科三湖の成り立ち」の
地学見学会を開催しました

令和4年9月4日（日）

　タカの渡りで全国的に有名な白樺

峠において、バードウォッチングを

行いました。本来は９月２４日に計

画をしておりましたが、台風の影響

で延期を余儀なくされての開催とな

りました。しかし当日は天候もよく、

快適な青空の下で観察を行うことが

できました。

　ピークを少し超えてしまったた

め、舞い上がったタカの数は少なく、

タカ柱は見られませんでしたが、観

察場所に向かってほど良い風が吹

き、比較的近くまでサシバ・ハチク

マ・ノスリなどが飛んできてくれて、

観察者からは歓声が上がりました。

バードウォッチングin白樺峠を
開催しました

令和４年10月1日（土）

　（標本写真はトックリハシバミ）

　山岳博物館では、県内の博物館や

研究機関などと連携して、長野県植

物誌改訂に向けて、春から秋の間

（毎月一回）、調査を実施しています。

　当館は、県の北西部にあたる大北

地域(大町市・池田町・松川村・白

馬村・小谷村）を担当し、長野県植

物研究会会員のほか、大町山岳博物

館友の会会員にも参加していただい

ております。

　この度、その成果について「大北

地区の植物誌改訂調査と発見」と題

して、参加者と連名で発表（オンラ

イン形式）しました。

長野県植物研究会大会で研究報告
をしました

令和４年10月1日（土） 令和4年10月9日（日）10日（月・祝）11日（火）

　１～２年に一度、全国のライチョ

ウに関わりのある地域で、「ライ

チョウ会議」を開催しています。第

20回となる今回は、中央アルプス

の麓の駒ヶ根市文化会館にて行わ

れ、当館は実行委員として、運営に

携わりました。

　９日は公開シンポジウムとして、

主に一般の方にライチョウや学校登

山について知っていただく内容で、

10日はより専門的な内容の専門家会

議を開催し、11日は現地見学を行い

ました。3日で延べ約480名が参加

され、多くの方に、ライチョウを

知っていただく機会となりました。

第20回ライチョウ会議長野県
駒ヶ根・宮田大会

善光寺道を歩いてみよう アゲイン！

山博友の会だより
さ　ん　　　ぱ　く

当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HPでご覧いただけます。

　山博友の会では10月29日（土）に古道を歩く「善

光寺街道を歩いてみよう アゲイン」を実施しまし

た。アゲインとは昨年開催時の定員に多くの方が

漏れてしまい、2回目の実施となったものです。

　善光寺街道は長野の善光寺と各地を結ぶ参詣道

ですが、もちろん一般の街道であり、今の県道長野

大町線の役割がありました。峰街道とも呼ばれ、土

尻川に沿った谷街道に対して300mほど高い尾根

筋にあり、川の氾濫や渡渉の心配のない道でした。

現在では小型車なら通れるような道となっていま

すが、ところどころ枝分かれして本当の古道も見ら

れます。 

　今回は小川村立屋から美麻湯の海までの約10km

を歩きました。立屋は桜の名所ですが、秋の深まっ

たこの季節では紅葉の道となっています。すぐに

「立屋口留番所跡」があります。この地域は松代藩

と松本藩の境に接するため、それぞれの口留番所

（見張り所）が設けられていました。また、近くに

は戸隠神社信仰遺跡があり、武田信玄と上杉謙信の

川中島の戦いの際には30年にわたり戸隠権現を奉

祀した場所です。

　美麻湯の海に着いてからは車移動で二重の水上

神社で樹高50m、樹齢650年の大杉を見学し、今

の県道長野大町線に近いところの千見山城跡と下

條家猫檀家（松本藩千見番所が置かれていた）を

回って出発点に戻りました。日の暮れの早い秋、オ

プションプログラムとして立屋展望駐車場で土星、

木星、三日月過ぎの月を望遠鏡で観望しました。な

ぜか土星の環を観ると興奮し感動してしまいます。

夜は雲もなく満天の星空で最高の1日でした。

　友の会のこのような行事は、博物館学芸員や詳し

い案内人が付き、あるいは参加者同士が教えあっ

て、ただ歩くのとは一味も二味も違ったトレッキン

グとなります。これからも歴史の道歩き、自然の道

歩きをいろいろ計画していきます。

善光寺道を歩いてみよう アゲイン！善光寺道を歩いてみよう アゲイン！善光寺道を歩いてみよう アゲイン！
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　野生動物の調査では一般的となっ

てきた、自動撮影式のセンサーカメ

ラによる生息調査ですが、対象とす

る動物以外の撮影も行われるため、

解析に非常に時間を要します。

　新潟県にある長岡技術科学大学で

は、その問題を解消するために、ＡＩ

（人工知能）に撮影対象とする野生

動物の色や形の特徴を覚えさせ、撮

影の時点で自動選別をできる機能開

発をしています。

　そこで、当館付属園で飼育してい

るカモシカの撮影を実施し、精度向

上を図るための協力を行いました。

とても有用な技術であるため、今後

の実用化が非常に楽しみです。

　木崎湖で行われた大町北小学校５

年生のキャンプ学習に博物館職員を

派遣し、野外学習を行いました。野

外学習は、隠されたクイズ（パネル）

を探して解く、ウォークラリー形式

で行われました。クイズは、木崎湖

周辺の歴史や生き物などに関するも

ので、題して「木崎湖なぞ解きウォー

クラリー」。子供たちは熱心にクイ

ズを探して、解いていました。最後

に学芸員がパネルを使いながら、答

え合わせとともに、木崎湖の自然や

歴史について解説を行いました。こ

れをきっかけに、木崎湖の自然や歴

史について興味をもっていただけた

ら幸いです。

　企画展「仁科三湖の成り立ち」の

関連催しとして、青木湖と中綱湖の

地学見学会を開催しました。仁科三

湖はかつて大きな川でした。鹿島槍

スキー場では中綱湖を作った巨大地

すべりを見学し、白馬さのさかス

キー場では青木湖を作った巨大崩壊

を観察しました。これらによる堰き

止めが原因で、川が湖に変化したの

です。最後に白馬村の親海湿原と姫

川源流に立ち寄り、その成り立ちを

見学しました。美しい自然景観がで

きるまでのダイナミックなタイムト

ラベルを、ハイキングしながらお楽

しみいただきました。

カモシカの調査研究に協力を
しました

令和4年８月20日（土）他４日間

キャンプ学習に学芸員を派遣
しました 令和4年８月23日（火）

企画展 「仁科三湖の成り立ち」の
地学見学会を開催しました

令和4年9月4日（日）

　タカの渡りで全国的に有名な白樺

峠において、バードウォッチングを

行いました。本来は９月２４日に計

画をしておりましたが、台風の影響

で延期を余儀なくされての開催とな

りました。しかし当日は天候もよく、

快適な青空の下で観察を行うことが

できました。

　ピークを少し超えてしまったた

め、舞い上がったタカの数は少なく、

タカ柱は見られませんでしたが、観

察場所に向かってほど良い風が吹

き、比較的近くまでサシバ・ハチク

マ・ノスリなどが飛んできてくれて、

観察者からは歓声が上がりました。

バードウォッチングin白樺峠を
開催しました

令和４年10月1日（土）

　（標本写真はトックリハシバミ）

　山岳博物館では、県内の博物館や

研究機関などと連携して、長野県植

物誌改訂に向けて、春から秋の間

（毎月一回）、調査を実施しています。

　当館は、県の北西部にあたる大北

地域(大町市・池田町・松川村・白

馬村・小谷村）を担当し、長野県植

物研究会会員のほか、大町山岳博物

館友の会会員にも参加していただい

ております。

　この度、その成果について「大北

地区の植物誌改訂調査と発見」と題

して、参加者と連名で発表（オンラ

イン形式）しました。

長野県植物研究会大会で研究報告
をしました

令和４年10月1日（土） 令和4年10月9日（日）10日（月・祝）11日（火）

　１～２年に一度、全国のライチョ

ウに関わりのある地域で、「ライ

チョウ会議」を開催しています。第

20回となる今回は、中央アルプス

の麓の駒ヶ根市文化会館にて行わ

れ、当館は実行委員として、運営に

携わりました。

　９日は公開シンポジウムとして、

主に一般の方にライチョウや学校登

山について知っていただく内容で、

10日はより専門的な内容の専門家会

議を開催し、11日は現地見学を行い

ました。3日で延べ約480名が参加

され、多くの方に、ライチョウを

知っていただく機会となりました。

第20回ライチョウ会議長野県
駒ヶ根・宮田大会

善光寺道を歩いてみよう アゲイン！

山博友の会だより
さ　ん　　　ぱ　く

当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HPでご覧いただけます。

　山博友の会では10月29日（土）に古道を歩く「善

光寺街道を歩いてみよう アゲイン」を実施しまし

た。アゲインとは昨年開催時の定員に多くの方が

漏れてしまい、2回目の実施となったものです。

　善光寺街道は長野の善光寺と各地を結ぶ参詣道

ですが、もちろん一般の街道であり、今の県道長野

大町線の役割がありました。峰街道とも呼ばれ、土

尻川に沿った谷街道に対して300mほど高い尾根

筋にあり、川の氾濫や渡渉の心配のない道でした。

現在では小型車なら通れるような道となっていま

すが、ところどころ枝分かれして本当の古道も見ら

れます。 

　今回は小川村立屋から美麻湯の海までの約10km

を歩きました。立屋は桜の名所ですが、秋の深まっ

たこの季節では紅葉の道となっています。すぐに

「立屋口留番所跡」があります。この地域は松代藩

と松本藩の境に接するため、それぞれの口留番所

（見張り所）が設けられていました。また、近くに

は戸隠神社信仰遺跡があり、武田信玄と上杉謙信の

川中島の戦いの際には30年にわたり戸隠権現を奉

祀した場所です。

　美麻湯の海に着いてからは車移動で二重の水上

神社で樹高50m、樹齢650年の大杉を見学し、今

の県道長野大町線に近いところの千見山城跡と下

條家猫檀家（松本藩千見番所が置かれていた）を

回って出発点に戻りました。日の暮れの早い秋、オ

プションプログラムとして立屋展望駐車場で土星、

木星、三日月過ぎの月を望遠鏡で観望しました。な

ぜか土星の環を観ると興奮し感動してしまいます。

夜は雲もなく満天の星空で最高の1日でした。

　友の会のこのような行事は、博物館学芸員や詳し

い案内人が付き、あるいは参加者同士が教えあっ

て、ただ歩くのとは一味も二味も違ったトレッキン

グとなります。これからも歴史の道歩き、自然の道

歩きをいろいろ計画していきます。
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　今年も大町に冬がやってきました。寒い寒い季節ですが、

「そんな寒さを逆手にとって楽しんでしまおう！」という

のがスキーではないでしょうか？ 

　博物館にも収蔵されておりますが、昔のスキー板は木を、

ブーツは革を加工したものが用いられていました。図１は

実際に使用されていた山スキーです（※山スキーとはゲレ

ンデなどではなく、自然の山域で行うスキーのこと）。図

２のようにビンディングと言う器具を介して取り付けま

す。図３のようなアザラシの毛皮を加工したシールと呼ば

れる滑り止めを接地面に取り付けて、斜面を登れるような

工夫がされています。このような道具を用いてリフトやゴ

ンドラのない時代から、スキーは楽しまれてきました。

　そんな自然を楽しむ心は現代でも変わらずに受け継がれ

ていますが、道具は非常に進化してきています。図４は現

代の山スキー用の板とブーツで、板は木からウッドコアや

カーボンなどの素材へ変わり、サイド部分には金属のエッ

ジが付くことでターンの性能が向上しています。またブー

ツは革からプラスチックブーツへと変化し、保温性や足首

の保護性能が向上しています。図５のビンディングには収

納式のかかとを乗せる台が付属しており、上り坂でも極力

平地を歩く姿勢を維持しやすいような機能が搭載されてい

るものもあります。また、無理な力がかかると外れるよう

な設計となり、安全性が飛躍的に向上しています。シール

はナイロン製やモヘアと呼ばれるアンゴラヤギの毛を加工

したものに変化して、より高いグリップ力を発揮すること

ができます。（図６）

　道具を比較することから、寒い冬でも楽しもうという山

と人とのかかわりは変わらずとも、より快適に・安全に楽

しむための工夫が道具から感じとることができます。

　　　　　　　　　　　　（市立大町山岳博物館　学芸員）

ス
キ
ー
の
進
化

藤田　達也

展示・イベントのご案内

　当館では市内の小学校を対象とし

て、職員が解説や指導を行う「学校

連携授業」を開催しています。今回

は、美麻小中学校６年生の皆さん（３

名）に、博物館を利用して「土地の

作りと変化」の授業を実施しました。

　まず、２階の地学展示室で北アル

プスと東山の成り立ちを、ビデオと

岩石標本で学びました。次に、大町

スキー場で採取した火山灰から鉱物

を洗い出し、マグマの中で結晶した

鉱物を観察しました。郷土の成り立

ちを理解しながら、オリジナルの鉱

物標本を作成しました。

学校との連携授業 「土地の作りと
変化」を実施しました

令和4年10月21日（金）

　山書（山岳図書）と聞いて、一般の

方が思い出すのは、山の写真集で

あったり、登山案内ガイドの本で

しょうか。博物館にはその他、様々

な山岳文学の書籍が備えられてお

り、一例を挙げれば各地の山岳団体

が国内外の山へ登られた登攀報告書

から始まり、山岳探検、紀行文、随筆・

随想、山岳に関する学術書、山岳信

仰に関わるものなど、あるいは山岳

小説や外国翻訳書、地図や山岳雑誌

など多岐にわたり、人文科学の書籍

を中心に公開・閲覧、一部貸し出し

もしております。この機会にどのよ

うな本が山岳図書資料館にあるの

か、見学にきてみてはいかがでしょ

うか。

企画展「山書の世界」ミュージアム
ガイドを開催しました

令和４年11月6日（日）

「山と美術」常設展

■期日　2023年1月４日（水）

　　　　～４月16日（日）

■時間　午前9時～午後５時

　　　　（入場は午後４時30分まで）

■会場　当館　特別展示室

■費用　通常の入館料（常設展と共

通）が必要です

■内容

　

■期日　2023年２月19日（日）、

　　　　３月19日（日）

■時間　午後２時～（30分程度）

■会場　当館　特別展示室

■対象　どなたでも

■費用　無料（ただし、通常の入館

料が必要となります）

※事前申し込み不要

※当日、山岳博物館までお越しくだ

さい

■期日　３月5日（日）

　　　　３月12日（日）

■時間　午後１時30分～午後４時

■対象　大人

■定員　各回30名

■場所　両日とも当館講堂

■費用　無料

■内容　当館が実施している人文及

び自然科学における調査研究や収蔵

資料に関する研究報告を行います。

ミュージアムガイド

図１

図２

図３

図４

図５

図６

　付属園だよりでもお伝えしていま

すが、若いオスのニホンカモシカ「ナ

グリ」が、当館の付属園に来園しま

した。午前９時に埼玉県こども動物

自然公園を出てから、約４時間の行

程をトラックで輸送し、午後1時頃

付属園に到着しました。

　輸送用の木箱から、カモシカの放

飼場に放した際には、興奮して駆け

まわったり、フェンスに体当たりし

ていましたが、ともあれ、到着早々

元気いっぱいな姿を見せてくれまし

た。多くの方に元気な姿を見てもら

えるよう、11月29日より一般公開

を行っています。

付属園に、新たなカモシカが
来園しました

令和4年10月24日（月）

 ・大町市におけるアライグマ最前線

 ・居谷里湿原にみるミズバショウと

リュウキンカのくらし

 ・山岳地域と人里での気候変動の様相

 ・大町とオオカミ 

 ・仁科山地の地質と斜面崩壊 

 ・大北地方旧石器時代の暮らし

■申し込み　事前に博物館へお申し

込みください。

※受付開始は2月1日（水）からです。

※定員になり次第締め切ります。

山のサイエンスカフェ
  inさんぱく2023

5日（日）

12日（日）


